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薬剤部では、患者さま中心の医療を考え、医薬品に関する専門的知識をもとに他職種と情報交換を図りながら、医療チーム
の一員として行動しています。病院薬剤師の業務は多岐にわたり、調剤、製剤、医薬品管理などの医薬品そのものを扱うこ
とだけでなく、医薬品に係わる正しい情報を提供し、医薬品の適正使用の推進に努めています。今回は、薬剤部の日々の業
務についてご紹介します。

入院患者さまに対する業務が中心となります。
処方箋に基づく調剤、処方監査、調剤鑑査、注射薬
の混注、吸入薬・点眼薬などの調製などを行ってい
ます。

医薬品の供給を行うとともに、院内の医薬品の在庫を
管理しています。

医薬品情報の収集、整理、伝達、情報の提供などを
行っています。また、月に一度院内の情報誌の作成
なども行っています。

患者さまの栄養状態が不十分であると、病気の治
癒が遅くなるだけでなく、様々な合併症を引き起
こす場合があります。薬剤師が患者さまに投与さ
れている栄養バランスを評価することで、褥瘡の
改善に貢献します。

院内感染症は他の患者さま、医療従事者に感染
する恐れがあります。薬剤師は、抗菌薬・消毒
薬の使用状況のモニタリングや、抗菌薬の投与
設計などを行っています。

骨粗鬆症リエゾンサービスは、医師と多職種の
スタッフで協働して、骨粗鬆症や骨折を予防す
るための取り組みです。薬剤師は処方提案や服
薬指導などを行い、骨粗鬆症や骨折の予防を支
援しています。

患者さまにとって『身近な薬剤師』を目指しています。
入院患者さまのベッドサイドに足を運び、患者さまの訴えを聞き
ながら個々に服薬指導を行います。また、服薬指導で得た情報を
他職種と共有し、アドヒアランス・QOLの向上に繋げることを目
標にしています。

様々な医療スタッフがチームを組み、それぞれの専門性を活かして患者さまの治療にあたっています。薬剤部でもチーム
医療に参加し、質の高い薬物療法の提供を心掛けています。

入院患者さまの薬物療法が適切に行われるよう、薬剤師が病棟に出向きお薬について説
明を行ったり、お薬を正しく服用出来るようサポートしています。また、薬剤師の立場
でチーム医療に貢献しています。私達は医療の担い手として、常に同僚や他職種と協力
しながら医療や保健、福祉の向上に努め、患者さまの利益のために職能の最善を尽くし
ています。日々の研鑚を重ね、薬剤師として患者さまの治療に貢献出来るよう努めて
まいります。

薬剤部／熊倉  裕昌 係長
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お子さまからお年寄りまで内科系の診療を行っております。伊奈町で診療を
始めて��年近くになりますが、気が付けば「ファミリークリニック」のよう
になっていました。受診された際にご家族の話題や相談で盛り上がってしま
うこともあります。
専門は糖尿病と腎臓病ですが、特に糖尿病専門医として多くの糖尿病をもつ
人のサポートが出来ればと考えております。最新の医療をご提案するととも
に糖尿病に対するスティグマ（偏見）が少しでも解消されるような取り組み
も続けていきたいです。また、慢性腎臓病(CKD)への地域全体での取り組みを
行う体制づくりにも関わっております。今後も町民公開講座などの機会があ
りましたらご参加をお願いいたします。小さな診療所ですが近隣のクリニッ
ク、伊奈町の健康行政、そして伊奈病院さんとともに「オール伊奈」で地域
の皆さまの健康増進に貢献してまいります。
よろしくお願いいたします。

診療科目 内科・糖尿病内科・小児科
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診療時間 月 火

9:00～12:00

15:00～18:30

水 木 金 土 日

今回は、「MRI装置」と「持続血糖測定器」についてお話させていただきます。

持続血糖測定器とは、皮下に小さなセンサーを留置し、血糖値の変化を測定する機器になります。
従来の血糖測定は、指先の穿刺による方法しかありませんでした。しかし、持続血糖測定器では、腕や腹部に取り付ける
ことで血糖値を測定します。また、穿刺による痛みを伴うことなく、測定することが出来ます。
以下のものが現在、国内で使用されている持続血糖測定器の一部になります。

メドトロニック
ガーディアンコネクト

Dexcom G� CGM システム FreeStyle リブレ�

・上腕後部
・腹部

・上腕後部
・腹部

・上腕後部

（引用文献：糖尿病リソースガイド）

持続血糖測定器のセンサーの中には小さな金属の針があります。そのため、磁力を用いるMRI検査室には持ち込めませ
ん。また、測定機器に直接放射線があたることで、誤作動を起こしてしまう可能性があります。そのため放射線検査
を受診する際には、持続血糖測定器を外していただく必要があります。しかし、一度外すと同じものを再度使用する
ことが出来ない為、担当の医師に確認していただくようお願いします。
ご不明な点がございましたら、放射線技術科までお気軽にお声がけください。
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